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特性化１
　Fmax=10 Hz, n=4 (Boore, 1983)、応力降下量はアスペリティーと背景で変化
特性化２

　Fmax=6 Hz, n=1.55 (鶴来ほか、2004) 、応力降下量はアスペリティーと背景で変化
（⊿σa1=107 bar、⊿σa2=107 bar、⊿σb=27 bar）

特性化３

　Fmax=6 Hz, n=1.55 (鶴来ほか、2004) 、応力降下量はアスペリティーと背景で変化
（⊿σa1=142 bar、⊿σa2=142 bar、⊿σb=26.3 bar）

特性化４

　Fmax=6 Hz, n=1.55 (鶴来ほか、2004) 、応力降下量は一定（⊿σ=29.8 bar）
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